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ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス　

１
８
７
１
（
明
治
４
）
年 
、
慶
應
義

塾
は
芝
・
新
銭
座
か
ら
三
田
の
肥
前
島
原

藩
松
平
家
の
中
屋
敷
に
移
転
し
た
。
現
在

の
東
館
の
辺
り
に
大
名
屋
敷
の
名
残
で
あ

る
木
造
の
黒
塗
り
門
が
あ
り
、
そ
れ
を
そ

の
ま
ま
慶
應
義
塾
の
門
と
し
て
使
う
こ
と

に
な
っ
た
。
敷
地
西
側
（
現
在
の
中
等
部

側
）
の
綱
町
方
面
に
通
じ
る
門
を
「
裏
門

（
あ
る
い
は
西
門
）」
と
称
し
た
の
に
対
し

て
、こ
ち
ら
は
「
表
門
（
あ
る
い
は
正
門
）」

と
呼
ば
れ
た
。

　

１
９
０
１
（
明
治
34
）
年
２
月
の
福
澤

諭
吉
葬
儀
の
際
は
、
三
田
山
上
の
福
澤
宅

か
ら
出
発
し
た
葬
列
は
表
門
を
抜
け
て
、

三
田
通
り
を
赤
羽
橋
、
一
の
橋
と
経
て
、

葬
祭
場
の
善
福
寺
に
向
か
っ
た
。
ま
さ
に

慶
應
義
塾
の
表
玄
関
で
あ
っ
た
の
だ
。

　

１
９
１
３
（
大
正
２
）
年
夏
、
老
朽
化

が
進
ん
だ
木
造
の
門
は
倒
壊
の
恐
れ
も
出

て
き
た
た
め
、
花
崗
岩
製
の
門
柱
と
鉄
扉

を
持
つ
洋
風
の
門
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

形
式
に
と
ら
わ
れ
な
い
義
塾
の
気
風
か
ら

か
、
門
標
さ
え
掲
げ
ら
れ
な
い
極
め
て
シ

ン
プ
ル
な
門
だ
っ
た
。

　

第
２
次
世
界
大
戦
中
の
１
９
４
３
（
昭

和
18
）
年
11
月
、
三
田
で
塾
生
出
陣
（
学

徒
出
陣
）
の
壮
行
会
が
挙
行
さ
れ
た
。
大

講
堂
前
を
出
発
し
た
出
陣
学
徒
は
他
の
塾

生
た
ち
に
見
送
ら
れ
、
表
門
か
ら
旅
立
ち
、

福
澤
の
墓
参
に
向
か
っ
た
。
戦
時
中
に
は
、

陸
軍
の
ト
ラ
ッ
ク
が
門
柱
を
破
損
し
た
事

件
も
あ
っ
た
。
当
時
用
度
課
長
で
あ
っ
た

羽
磯
武
平
が
、
小
泉
信
三
塾
長
に
そ
の
こ

と
を
報
告
す
る
と
「
軍
と
雖い
え
ど

も
遠
慮
す
る

こ
と
は
無
用
で
あ
る
。
然
る
べ
く
要
求
し

請
求
す
べ
き
で
あ
る
」
と
の
指
示
を
受
け

た
そ
う
で
あ
る
。

　

１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
５
月
の
空
襲

で
表
門
も
被
災
し
た
が
、
そ
の
２
年
後
に

横
須
賀
三
田
会
の
寄
付
な
ど
に
よ
っ
て
修

復
さ
れ
た
。
戦
後
間
も
な
く
右
側
の
門
柱

に
「
慶
應
義
塾
」
と
墨
書
き
さ
れ
た
門
標

が
掲
げ
ら
れ
た
。
し
か
し
何
者
か
に
持
ち

時
代
の
変
遷
と
と
も
に

「
門
」
も
生
ま
れ
変
わ
る

三
田「
幻
の
門
」の
由
来
と
変
遷

三
田
キ
ャ
ン
パス
の
東
館
を
抜
け
、
左
側
に
上
る
ス
ロ
ー
プ
の
先
に
「
幻
の
門
」
と
呼
ば
れ
る
門
柱
が
見
え
る
。

そ
の
歴
史
は
、
慶
應
義
塾
が
三
田
に
移
転
し
た
明
治
時
代
初
期
に
さ
か
の
ぼ
り
、
当
時
は
こ
ち
ら
が
表
門
＝
「
正
門
」
だ
っ
た
。

カ
レ
ッ
ジ
ソ
ン
グ
に
も
歌
わ
れ
、
明
治
〜
大
正
〜
昭
和
〜
平
成
〜
令
和
と
時
代
を
超
え
て
、
慶
應
義
塾
の
歴
史
を
見
守
っ
て
き
た

「
幻
の
門
」
の
由
来
と
変
遷
を
た
ど
っ
て
み
た
い
。

1935年、幻の門と塾生

明治中頃
旧島原藩邸黒門
（写真提供：三田メディアセンター）
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見
送
り
に
唱
っ
て
貰
え
る
よ
う
な
、
立
派

な
歌
を
作
っ
て
置
か
に
ゃ
な
ら
ん
」
と
考

え
た
こ
と
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

当
初
、
作
詞
を
依
頼
し
た
北
原
白
秋
に

は
早
稲
田
出
身
で
あ
る
こ
と
か
ら
断
ら
れ
、

作
曲
を
担
当
す
る
山
田
耕
筰
の
推
薦
で
詩

人
・
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
で
あ
っ
た
堀
口
大

學
（
塾
員
）
が
作
詞
を
担
当
。
か
く
し
て

「
幻
の
門
こ
こ
す
ぎ
て
叡
智
の
丘
に
わ
れ

ら
立
つ
」
と
歌
わ
れ
る
カ
レ
ッ
ジ
ソ
ン
グ

が
誕
生
し
た
。

　

堀
口
は
後
年
、
た
と
え
外
見
は
粗
末
で

も
「
青
春
の
あ
こ
が
れ
と
理
想
を
迎
え
入

れ
る
大
き
な
門
が
聳
え
立
っ
て
ゐ
る
や
う

に
感
じ
ら
れ
た
も
の
で
し
た
。
こ
れ
が
ま

た
形
式
に
と
ら
わ
れ
な
い
塾
の
精
神
と
相

通
じ
る
や
う
に
私
に
は
思
へ
た
も
の
で
し

た
。
即
ち
こ
れ
を
『
幻
の
門
』
と
呼
ん
で

あ
の
歌
に
歌
い
あ
げ
た
次
第
で
す
」
と
述

懐
し
て
い
る
。
深
川
の
不
動
尊
に
願
掛
け

を
す
る
な
ど
心
魂
を
尽
く
し
て「
幻
の
門
」

の
詞
を
構
想
し
た
と
い
う
堀
口
は
、
お
披

露
目
の
早
慶
戦
に
小
さ
な
不
動
像
を
持
参

し
て
臨
ん
だ
。
そ
の
結
果
、
慶
應
義
塾
は

逆
転
劇
を
演
じ
て
勝
利
し
た
。
現
在
で
も

東
京
六
大
学
野
球
の
優
勝
パ
レ
ー
ド
で
、

三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
東
門
に
到
着
し
た
際
に

は
「
幻
の
門
」
が
演
奏
さ
れ
る
。

去
ら
れ
て
し
ま
い
、
今
は
そ
の
門
標
は
慶

應
義
塾
に
は
存
在
し
な
い
。

　

１
９
５
９
（
昭
和
34
）
年
、
慶
應
義
塾

創
立
１
０
０
年
事
業
の
一
環
で
、
南
校
舎

が
建
設
さ
れ
、
同
時
に
現
在
の
正
門
が
新

設
さ
れ
た
。
表
門
は
正
式
名
称
が「
東
門
」

に
変
わ
っ
た
が
、
そ
の
後
も
塾
生
の
間
で

は
「
幻
の
門
」
の
異
称
で
親
し
ま
れ
た
。

異
称
「
幻
の
門
」
の
由
来
は

カ
レ
ッ
ジ
ソ
ン
グ
「
幻
の
門
」
？

　
「
幻
の
門
」
と
い
う
異
称
は
表
門
に
門

標
が
掲
げ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
由

来
で
あ
る
と
い
う
説
が
あ
る
が
、
や
は
り

カ
レ
ッ
ジ
ソ
ン
グ
「
幻
の
門
」
を
そ
の
由

来
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
。

　

１
９
３
３
（
昭
和
８
）
年
の
春
、
ワ
グ

ネ
ル
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
ー
と
応
援
部
（
現
在

の
應
援
指
導
部
）
と
の
企
画
に

よ
り
、
カ
レ
ッ
ジ
ソ
ン
グ
「
幻

の
門
」
が
作
ら
れ
た
。『
応
援
指

導
部
75
年
史
』
に
よ
れ
ば
、
同

年
に
正
式
発
足
し
た
応
援
部
の

団
長
・
柳
井
敬
三
が
「
ス
ポ
ー

ツ
の
応
援
だ
け
で
な
し
に
、
例

え
ば
、
わ
し
等
が
卒
業
し
て
、

パ
リ
じ
ゃ
ロ
ン
ド
ン
じ
ゃ
の
に

向
う
て
、
日
本
を
発
つ
時
に
、

　

２
０
０
０
年
に
完
成
し
た
東
館
の
建
設

時
に
、
幻
の
門
は
東
館
ア
ー
ケ
ー
ド
を
通

り
抜
け
、
ブ
リ
ッ
ジ
を
く
ぐ
っ
て
左
手
に

続
く
石
畳
の
ス
ロ
ー
プ
の
上
、
福
澤
公
園

に
近
い
位
置
に
移
設
さ
れ
た
。
併
せ
て
、

石
畳
の
ス
ロ
ー
プ
に
は
馬
留
石
の
一
部
も

移
設
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
鉄
扉
の
一
部

は
、
東
館
3
階
へ
通
じ
る
ブ
リ
ッ
ジ
側
面

の
飾
り
に
転
用
さ
れ
た
。

　

２
０
２
１
年
春
、
慶
應
義
塾
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
・
コ
モ
ン
ズ
建
設
等
の
た
め
長
ら
く

封
鎖
さ
れ
て
い
た
東
館
に
続
く
ス
ロ
ー
プ

が
開
放
さ
れ
、
再
び
幻
の
門
を
通
り
抜
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
早
春
、

卒
業
生
を
見

送
る
よ
う
に

坂
道
に
咲
く

桜
の
木
と
と

も
に
、こ
れ
か

ら
も
幻
の
門

は
義
塾
の
歴

史
を
見
守
り

続
け
て
い
く

こ
と
だ
ろ
う
。

現在の幻の門

1998年、幻の門と馬留石

世
紀
を
超
え
て
義
塾
の
歴
史
を

見
守
り
続
け
る
「
幻
の
門
」


